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　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利
用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果
を取りまとめました。
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評価内容

課題

総則 Ａ Ａ

利用状況 Ａ Ａ

事業収支 Ｂ Ｂ

管理運営体制 Ａ Ａ

管理運営業務 Ａ Ａ

利用業務 Ｂ Ｂ

　施設の美観を損なわぬよう仕様書に
基づき植栽管理や清掃管理を行ってま
いりました。
火葬炉及び周辺機器に関してまして
も、工務部と連携を取り職員での定期
的なメンテナンス・軽微修繕を実施
し、良好な状態を維持しております。
　今後も、火葬炉メーカーとしての強
みを活かしつつ、火葬炉、施設、植栽
の維持管理に積極的に努めてまいりま
す。

　適正に実施されていた。火葬炉設備
等の施設設備の保守点検業務や警備業
務など仕様書の基準に基づき適切に実
施されている。こまめな点検を実施
し、不備不具合がある時には、速やか
に修繕や報告を行われたい。

　仕様書に基づき、受付・案内を円滑
に実施し利用者の心情に配慮した炉前
の儀式進行に努めました。今後も職員
の対応や接遇のレベルアップを図り、
利用者の心情に配慮した接遇を心掛け
てまいります。

　適正に実施されていた。利用業務全
般においては、仕様書に基づいた適切
な実施が認められた。今後も研修等で
職員教育を行ない、適切な利用業務を
実施されたい。

　今年度は黒字となりました。
昨年に引き続き光熱費の高騰もありま
したが、火葬件数が昨年に比べ尻すぼ
みに減少し経費が後半に浮いた事が要
因です。
　また、小規模な修繕に関しては職員
で実施し経費を浮かす事ができまし
た。
今後も経費削減に努め、より健全な管
理運営を行って参ります。

　適正に実施されていた。燃料費の高
騰により光熱水費が予算を超過したが
黒字決算となった。今後は光熱水費の
価格変動に注視し、経費削減をはかり
安定した経営を目指されたい。また、
燧風苑の運営とも調整を図りつつ、柔
軟で効率的な人員配置による経費の削
減に努められたい。

　職員配置に関しては、古川・越智・
一色・長﨑・近藤による5名体制で管
理・運営を行いました。
　組織体制については、事業計画に
沿って利用者に質の高い葬送空間を提
供できるよう、全職員（燧風苑含む）
に定期的もしくは適時研修を実施しま
した。

　適正に実施されていた。研修実施計
画を策定し、一年間計画的に多くの研
修を実施した。また、業務の一部を障
がい者就労支援関係事業所へ委託して
いることが確認できた。
　今年度も職員の変動がありました
が、全職員で協力し、仕事をしやすい
雰囲気づくりや、職員が長く働き続け
たいと思える職場作りに努められた
い。

　仕様書に基づき、施設の維持管理と
保守点検等を適切に実施し、儀式の円
滑な執行と来場者の安全確保に努めて
まいりました。また、研修を行い職員
の意識向上と管理技術の習得に努め業
務に取り組んでまいりました。今後、
施設の設置目的や基本方針をより深く
理解し、利用者にとって満足度の高い
施設管理、運営を目指してまいりま
す。

　適正に実施されていた。施設の設置
目的や管理運営の基本方針を理解し、
適切な管理運営がなされている。条
例、規則、仕様書について、研修を実
施し理解に向けた取組が認められた。
今後も研修等で職員教育を行い、適切
な管理運営に努められたい。

　施設利用者アンケート箱からのご意
見や、アンケート調査の結果から、高
い評価を頂きました。
今年度も調査期間を１ヶ月とし、３回
実施しました。
　昨年、待合室の「座椅子」の設置
と、ロビーから待合の和室の段差のバ
リアフリー化の要望がございました。
こちらに関しては、「座椅子」「車椅
子スロープ」を購入し設置しておりま
す。

　利用者へのアンケート結果より、比
較的高い満足度が得られている。これ
は、施設の維持管理や、職員の利用者
への配慮が高く評価されたものと解さ
れる。

指定管理者自己評価 市による評価



課題

その他業務 Ａ Ａ

修繕業務 Ａ Ａ

備品管理業務 Ａ Ａ

行政財産の目
的外使用許可
手続業務

自主事業 Ｂ Ｂ

　「写真の展示」については、今治地
方観光協会を通じて、公益社団法人今
治地方観光協会より風景写真をご提供
いただき、風景写真についても、地域
の特性に沿った実施を行い伯方島とそ
の周辺の写真を展示いたしました。地
元の方また伯方島へ来られる方により
快適に過ごして頂ける様、今年度も
ビーチ清掃を行い、環境作りのお手伝
いを少しでもさせて頂きたく実施致し
ました。7月9日予定されていた市民大
清掃については天候不順の為中止とな
りましたが、9月5日/9月8日と斎場職員
にて火葬場経路の「ゴミ拾い」「草刈
り」「除草」を実施致しました。

適正に実施されていた。地域に根ざし
た取組として、地元の写真展示や清掃
の実施がされた。施設の性格上、自主
事業の実施は難しいと思われるが、事
業の継続をお願いしたい。また積極的
に新しい事業を提案・実施することが
望まれる。

　修繕計画のうち、火葬場において最
も重要な火葬炉設備については、火葬
炉メーカーとして積極的に中長期修繕
計画を策定するとともに、その計画に
ついては、今治市の意向に沿ったより
効果的な計画とするために、絶えず見
直しを実施しております。
　今年度も応急的な修繕や定期的なメ
ンテナンスに速やかに対応できまし
た。

　適正に実施されていた。応急的な修
繕について、適切な実施が認められ
た。施設の経年劣化による修繕箇所が
出てきているので、適切な修繕計画を
整備し修繕を実施されたい。また、日
常点検及び保守点検業務についても適
切に実施し、早期発見報告に努め、今
後市が実施する修繕のための長期計画
策定に協力いただきたい。

　利用者アンケート調査内容や利用者
のお声を直接お聞きし、今後も利用者
の利便性向上のため、効果的な備品の
購入を行ってまいります。
　今年は利用者からの要望を反映し
「座椅子」「車椅子スロープ」を購入
し、待合棟に設置致しました。

　適正に実施されていた。定期的な備
品検査の実施により、適切な備品管理
が認められた。今年度は、利用者の
ニーズや利便性に応じた備品購入も
あった。今後も適切な備品管理事務に
努められたい。

　昨年に引き続き職員には、常に業務
の基本を忘れないよう、朝礼、終礼、
ミーティングを利用して、定期的に指
導を行いました。日常的に行っている
施設内外の点検、見回りは確実に行う
よう徹底いたしました。個人情報保護
や事故発生時の研修を行い、会葬者が
大人数の当家の場合は朝礼などで駐車
場の整理や誘導等を打合せしておりま
す。

　適正に実施されていた。各種マニュ
アルに基づき、防災訓練及び個人情報
保護研修が適切に実施されていた。ま
た、チェックリストを使用した事故防
止のための定期点検が適切に実施され
ている。積極的に他施設の事故事例の
収集も実施されている。今後も予防活
動や研修を実施したり、今回の事故の
反省を教訓とし、事故及び災害等の未
然防止に努められたい。

指定管理者自己評価 市による評価



課題

地域団体との
連携

Ｂ Ｂ

利用者
アンケート

Ａ Ａ

事故・苦情 Ａ Ａ

指定管理者の
経営状態

　アンケートの実施に際しては、利用
者、葬祭業者にご協力いただくととも
に、貴重なご意見をいただきました。
今年度も調査期間を１ヶ月とし3回実施
いたしました。アンケート結果の貴重
な意見を今後の斎場運営に生かしてい
けるよう、課題については速やかに対
応策を講じてまいります。

適正に実施されていた。アンケートの
実施にあたっては、事前に市と協議を
行っており適切に実施されている。今
後も、アンケートを実施し、利用者
ニーズや満足度を把握し、業務改善に
生かされたい。また、アンケート結果
を分析し、要望等について適切な措置
を講じられたい。

　今年度も大きな事故・苦情等はござ
いませんでしたが、収骨時にお骨壺の
蓋が落下し破損してしまう物損が発生
致しました。
即日、防止対策を職員で検討し22日に
「伯方斎場収骨時における骨壷蓋破損
事故における防止対策」を作成し提出
致しました。
今後は業務中の事故には細心の注意を
払い二度と発生させないよう努めてま
いります。

適正に実施されていた。定期的な施設
内の点検が実施されており、設備等の
事故の発生はない。
今後も時期に応じた点検等の実施に努
められたい。また、他斎場の情報を収
集するなど、事故防止へ向けた取組が
認められた。今後も、事故・苦情等へ
迅速でていねいな対応ができるよう努
められたい。

決算書類等を確認した結果、指定管理者として適正に
業務を行えると判断できる。

　市民サービスの向上と円滑な業務遂
行のため、葬祭業者の皆様と連絡協議
会を開催いたしました。葬祭業者の皆
様より貴重な意見を聞き、また指定管
理業者から業者の皆様にも斎場使用に
関するお願いをするなど、有意義な意
見交換の場となりました。
市民大清掃や伯方ビーチ清掃等今後も
継続し各種地域活動に参加してまいり
ます。

適正に実施されていた。葬祭業者との
定期的な協議会の開催により、施設の
円滑な利用促進のための協議がなされ
ている。いろいろな機会を捉えて地域
との交流をはかり､貴重な意見を収集し
今後の施設運営に生かしていただきた
い。

指定管理者自己評価 市による評価



総　合　コ　メ　ン　ト　(市)

　指定管理者は、今治市火葬場条例及び施行規則ならびに業務仕様書に基づき、施設の特性をふまえた管
理運営に努められており、指定管理業務は適正に実施されていると認められた。
　事業収支に関して、燃料費の高騰により光熱水費が予算を超過したが黒字決算となった。組織体制にお
いては、積極的に業務の一部を障がい者就労支援関係事業所等へ委託を行った。職員の入れ替わりはあっ
たが、応援や研修により支障の無い運営を行っている。施設の維持管理業務においては、火葬炉運転や保
守点検をはじめ全体的に適切な実施がされている。事故等の防止についてはチェックシートを活用した点
検が適切に行われている。また、利用者アンケートからも高い満足度として評価されている。
　指定管理業務におけるモニタリング結果については、一定の水準を満たしていると認められる。職員の
変動に関して全職員で協力し、仕事をしやすい雰囲気づくりや、職員が長く働き続けたいと思える職場作
りに努められたい。また、施設の老朽化による大規模な修繕を見据え、こまめに点検報告されたい。


